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　第 3部　日本語のコミュニケーション教育
　　　コミュニケーションのための日本語教育の方法（品田潤子）
　　　日本語のコミュニケーション教育を阻む要因（徳井厚子）
　　　日本語教師に求められるコミュニケーション教育能力（嶋田和子）
執筆者はいずれも，「日本語教育をコミュニケーション重視のものにするには，その目的
に合わせた研究が必要だ」と考えている日本語教育分野を代表する研究者である。
3．この本の意義
これまでの日本語教育は，コミュニケーション重視というスローガンを掲げ，表面的には
コミュニケーションを重視しているように見せかけながらも，実際には「文法を教える」「文
字を教える」といった性格を強く持っていた。これは日本語教育に限ったことではない。英
語教育をはじめ，どの言語の教育でも似たような状況だろう。しかし，多くの教師はそのこ
とに気づかず，コミュニケーションの教育をしていると思い込んでいる。
私は長く現代日本語の文法を研究してきた。そういう目で日本語教育を見ると，日本語教
育の中に「聞く」「話す」「読む」「書く」という言語活動にはあまり役立たない「文法の論理」
が広く深く入り込んでいるのがわかる。それは，あたかも日本語教育が日本語学や言語学の
植民地になっているようなものである。
この本では，日本語学や言語学の論理に振り回されない，日本語教育のためのコミュニケー
ション研究の具体例を示した。そのような研究は，結果的には，文法より語彙や談話，語用
論などを重視したものになる。また，言語の構造や体系を静的に分析するものではなく，社
会の中で人間と人間が交流するときの言語の運用を動的に分析したものになる。
この本で示したことは，これから国立国語研究所日本語教育研究・情報センターで展開し
ようとしている研究の一例になっている。今後，多くの人の協力を得て，そうした研究を進
めていきたい。
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